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を
確
認
す
る
統
制
活
動
が
重
要
で
あ
る
。

⑵　
統
制
活
動
の
文
書
化

移
行
計
画
書
、
デ
ー
タ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ

の
記
録
、
移
行
元
デ
ー
タ
と
移
行
先
デ
ー

タ
の
照
合
結
果
等
を
、
監
査
証
跡
と
し
て

適
切
に
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
移
行
作
業
の
承
認
プ
ロ
セ
ス
も

明
確
に
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

⑶　
リ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｔ

Ｇ
Ｃ
評
価
対
象
に
お
け
る
論
点

ま
た
、
リ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
財

務
報
告
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
重
要
な
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｃ
の
評
価
対
象
と
な

る
と
考
え
ら
れ
、
以
下
の
よ
う
な
論
点
が

発
生
す
る
。

①
　
ア
ク
セ
ス
権
限
管
理

職
務
分
掌
の
原
則
に
基
づ
き
、
シ
ス
テ

ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
限（
参
照
、
登
録
、

更
新
、
削
除
、
承
認
）を
ユ
ー
ザ
ー
ご
と

に
適
切
に
設
定
す
る
。

特
に
、
計
算
ロ
ジ
ッ
ク
に
関
わ
る
重
要

な
パ
ラ
メ
ー
タ（
マ
ス
タ
デ
ー
タ
）の
変
更

権
限
は
、ご
く
一
部
の
管
理
者
に
限
定
し
、

厳
格
な
変
更
管
理
プ
ロ
セ
ス
を
適
用
す
る

必
要
が
あ
る
。

な
お
、
リ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ

管
理
機
能
や
ア
ク
セ
ス
権
限
管
理
機
能
等

が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
前
記
の
よ
う
な
対

応
が
可
能
か
を
確
か
め
た
う
え
で
、
リ
ー

ス
管
理
シ
ス
テ
ム
を
選
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
（
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
）

リ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
会
計
シ
ス

テ
ム
へ
自
動
仕
訳
を
連
携
す
る
場
合
、
そ

の
デ
ー
タ
の
完
全
性
・
正
確
性
を
担
保
す

る
し
く
み
が
必
要
で
あ
る
。

エ
ラ
ー
発
生
時
の
検
知
・
通
知
・
修
正

プ
ロ
セ
ス
や
、連
携
前
後
の
デ
ー
タ
件
数
・

金
額
を
照
合
す
る
統
制
を
設
計
す
る
必
要

が
あ
る
。

③
　
テ
ス
ト
の
重
要
性

経
理
部
門
は
、
要
件
定
義
段
階
を
含
め

て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
受
入
テ
ス
ト
に
主
体
的

に
関
与
し
、
会
計
処
理
の
観
点
か
ら
シ
ス

テ
ム
の
挙
動
を
検
証
す
る
責
任
が
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
契
約（
例
：

変
動
リ
ー
ス
料
、
延
長
オ
プ
シ
ョ
ン
付
き

契
約
の
網
羅
的
把
握
、識
別
の
統
制
構
築
等

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
に
お
け
る

内
部
統
制
の
具
体
的
検
討
事
項
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契
約
、
中
途
解
約
等
）を
想
定
し
た
テ
ス

ト
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
シ
ス
テ
ム
が
生

成
す
る
仕
訳
や
計
算
結
果
が
会
計
基
準
に

準
拠
し
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
。

＊

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
と
統
制
を
確
実
に

実
施
す
る
こ
と
が
、
適
用
初
年
度
に
お
け

る
正
確
な
期
首
残
高
の
計
上
と
、
そ
の
後

の
安
定
的
な
運
用
を
支
え
る
土
台
と
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
と
内
部
統
制

文
書
の
改
訂
に
あ
た
り
、よ
り
具
体
的

に
、新
リ
ー
ス
会
計
基
準
の
ど
の
会
計

論
点
が
、内
部
統
制
上
の
新
た
な
リ
ス

ク
と
課
題
を
生
む
の
か
を
、把
握
す
る
。

●	

把
握
さ
れ
た
内
部
統
制
上
の
新
た
な
リ

ス
ク
と
課
題
に
関
し
て
、ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
べ
き
か
を
論
点
ご
と
に
整
理

す
る
。

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
の
核

心
と
内
部
統
制
の
必
要
性

ま
ず
、
な
ぜ
内
部
統
制
の
議
論
が
こ
れ

ほ
ど
重
要
に
な
る
の
か
、
新
リ
ー
ス
会
計

基
準
の
核
心
部
分
か
ら
そ
の
理
由
を
再
確

認
す
る
。

⑴　
単
一
の
会
計
モ
デ
ル（
借
手
）

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
の
最
大
の
特
徴

は
、
従
来
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
と

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
リ
ー
ス
の
区
別
を

撤
廃
し
、
短
期
リ
ー
ス（
12
カ
月
以
内
）と

少
額
リ
ー
ス（
重
要
性
に
よ
り
企
業
が
方


